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平成２８年度新見市地方独立行政法人評価委員会（第４回）議事要旨 

 

１ 日 時 平成２８年７月２５日（月）１０：１０～１１：１０ 

２ 場 所 新見市役所３階 第５委員会室 

３ 出席者 

（１）評価委員会 新中委員長、森口委員、杉委員 

（２）事 務 局 上山課長、西江主査 

４ 議 事 

（１）平成２７年度実績報告書及び財務諸表の評価等について 

前回の評価委員会で審議した内容について、事務局が報告書としてまとめた内容の

確認を行った。 

また、法人への評価結果の通知書（案）、市長への評価結果の報告書（案）及び財

務諸表等の意見書（案）について、審議した。 

取りまとめた評価結果に基づき、８月４日（木）午前９時３０分から市長に報告を

行うこととした。 

 詳細は、以下のとおり。 

委員発言要旨 取りまとめ結果 

［評価結果報告書］ 

・評価結果報告書及び項目別実施報告書に

ついて、大学側の標記に合わせて「学習」

を「学修」に、「習得」を「修得」に改

めた方が良いのでは。 

 また、「障がいを持った」を「障がいの

ある」に改めた方が良いと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全体評価実績報告書］ 

○事業の実施状況について 

・１項目目は、「努められたい。」として

いるが、「努力されたい。」と全体的に

標記を統一した方が良い。 

 

 

○全体的に「学習」を「学修」に、「習得」

を「修得」に、「障がいを持った」を「障

がいのある」に修正する。 

 

 

 

 

○評価結果報告書の６ページⅣ－ウ－②の

デマンドについての特筆すべき項目を次

のとおり修正する。 

（修正後） 

  デマンド監視装置により電気使用量を

管理していることを職員へ周知し、節約

を徹底することなどで管理的経費を節減

した。 

 

 

○次のとおり修正する。 

（修正後） 

  専門教育に加え、外国語教育や情報教

育など、社会的要請に対応する教養教育

の取り組みに引き続き努力されたい。 
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○財務状況について 

・１項目目は、「収入が減収にもかかわら

ず」としているが、「収入が減少したに

もかかわらず」の方が良いのではないか。 

 

 

 

［財務諸表等に対する意見について］ 

○剰余金の取り扱いについて 

・剰余金の後に「（２１，１７５，１１１

円）」と金額を入れた方が良い。 

 

 

○次のとおり修正する。 

（修正後） 

  全体的に堅実な運営、管理及び経費削 

減努力がなされており、地域福祉学科の

定員割れによる収入が減少したにもかか

わらず、財務の健全性が確保されている。

今後とも引き続き努力されたい。 

 

○次のとおり修正する。 

（修正後） 

  平成２７年度に発生した剰余金（２１，

１７５，１１１円）は、大学改革と教育

研究の財源として有効に活用していただ

きたい。 

以上 


